
5月27日は3年生の課題研究で、昨年の12月に菌を打ったナメコとヒ
ラタケのほだ木を土に埋めて本伏せする実習を行いました。サクラには
ナメコ、クヌギにはヒラタケが接種してあり、11月には発生します。

林産物利用では、放棄された里山林のモウソウチクを使った竹べらが
完成し、生徒のアイディアで様々な形になりました。その後、マダケやハ
チクを用いて夏の必需品である「うちわ」の製作を始めました。
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